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はじめに

は
じ
め
に

本
書
は M

ém
oires, souvenirs et journaux de la com

tesse d'Agoult, présentation et notes de Charles F. Dupêchez, 

nouvelles édition augm
entée et corrigée, M

ercure de France, 2007

（『
ダ
グ
ー
伯
爵
夫
人
の
回
想
、
想
い
出
と
日
記
』

シ
ャ
ル
ル
・
F.
・
デ
ュ
ペ
シ
ェ
の
注
釈
と
紹
介
、
増
補
改
訂
新
版
、
メ
ル
キ
ュ
ー
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
、
二
〇
〇
七
年
）
の 

AN
N
EX

ES 

の
部
分
（
四
四
七
頁
か
ら
七
一
二
頁
） 

と
そ
の
注
釈
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
「
マ
リ
ー
・
ダ
グ
ー
小
伝
」

と
題
し
た
一
文
は
原
著
七
頁
と
八
頁
の N

O
TICE BIO

GRAPH
IQ

U
E 

を
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。AN

N
EX

ES 

は
「
付
録
、補
遺
、

参
考
資
料
」
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
お
も
に
マ
リ
ー
・
ダ
グ
ー
が
リ
ス
ト
と
と
も
に
旅
を
し
て
い
た
時
期
の

日
記
な
の
で
、
本
体
部
分
の
「
回
想
録
」（
ま
た
は
「
自
伝
」）
と
は
も
と
も
と
異
な
っ
た
性
格
の
も
の
で
あ
り
、AN

N
EX

ES 

だ
け
で
独
立
し
た
一
書
を
な
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。
な
お
本
体
部
分
も
今
後
翻
訳
、
出
版
の
予
定
が
あ
る
。

原
著
は
も
と
も
と
二
巻
本
だ
っ
た
。M

ém
oires, Souvenirs et Journaux de la com

tesse d'Agoult (Daniel Stern), 

présentation et notes de Charles F. Dupêchez,  Ⅰ
, Ⅱ

, (M
ercure de France, 1990) 

こ
ち
ら
が
「
旧
版
」
に
な
る
。

一
巻
本
に
な
る
と
き
に
削
ら
れ
た
注
釈
が
参
考
に
な
る
場
合
は
旧
版
の
注
も
載
せ
て
お
い
た
。

注
釈
は
段
落
毎
に
掲
載
し
て
あ
る
が
、
原
著
の
注
だ
け
で
は
日
本
の
読
者
に
と
っ
て
分
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
や
、
出
典
が
判
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明
し
た
場
合
な
ど
は
訳
注
を
追
加
し
た
。
特
に
こ
と
わ
り
が
な
け
れ
ば
原
著
の
注
釈
の
訳
、訳
者
に
よ
る
注
の
場
合
は
「
訳
注
」

と
断
っ
て
あ
る
。
原
著
の
注
釈
に
さ
ら
に
訳
注
を
加
え
た
場
合
は(a), (b),(c)･･･

等
と
表
示
し
た
。
一
般
的
な
辞
書
類
か
ら

の
引
用
は
特
に
断
っ
て
い
な
い
こ
と
も
多
い
が
、
そ
れ
以
外
で
頻
繁
に
引
用
さ
れ
る
も
の
は
以
下
の
通
り
。

①M
arie de Flavigny, com

tesse d'Agoult, Correspondance générale Tom
e Ⅰ

 ;1821-1836, Cham
pion, 2003.

Correspondance générale Tom
e Ⅱ

;1837-octobre 1839, Cham
pion, 2004.

Correspondance générale Tom
e Ⅲ

;novem
bre 1839-1841, Cham

pion, 2005.

（
校
訂
と
注
釈
は
全
て
本
書
と
同
じ
く
デ
ュ
ペ
シ
ェ
氏
で
あ
る
）

『
書
簡
全
集
』
第
一
巻
等
と
略
記
す
る
。

『
書
簡
全
集
』
第
一
巻
の
付
録
に
は AGEN

DA 1835, AGEN
DA 1836 

が
あ
る
。
リ
ス
ト
と
マ
リ
ー
・
ダ
グ
ー
二
人
で
書

い
た
ご
く
簡
単
な
日
々
の
記
録
で
あ
る
。『
備
忘
録
』
と
略
記
す
る
。
マ
リ
ー
と
フ
ラ
ン
ツ
が
何
時
ど
こ
で
何
を
し
た
か
は
、

実
は
『
日
記
』
よ
り
こ
ち
ら
の
方
が
分
か
り
や
す
い
。

『
書
簡
全
集
』
は
正
確
に
は
往
復
書
簡
全
集
な
の
だ
が
、
肝
心
の
リ
ス
ト
か
ら
の
書
簡
は
内
容
の
要
約
の
み
が
載
せ
ら
れ
て
い

る
。
リ
ス
ト
か
ら
マ
リ
ー
・
ダ
グ
ー
宛
の
書
簡
は
次
の
書
簡
集
が
い
わ
ば
「
独
占
」
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

②Franz Liszt, M
arie d'Agoult,  Correspondance, N

ouvelle édition revue, augm
entée et annotée par Serge 

Gut et Jacqueline Bellas, Fayard, 2001

こ
ち
ら
を
『
往
復
書
簡
集
』
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

③Lettres d'un Bachelier és m
usique (Franz Liszt, Artiste et Société, Flam

m
arion,1995 

所 

収 

）

『
音
楽
バ
シ
ュ
リ
エ
の
書
簡
集
』
は
『
ガ
ゼ
ッ
ト
・
ミ
ュ
ジ
カ
ル
』
等
に
発
表
さ
れ
た
書
簡
形
式
の
旅
行
記
も
し
く
は
エ
ッ
セ
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はじめに

イ
。
リ
ス
ト
の
著
作
集Artiste et Socié té

（『
芸
術
家
と
社
会
』）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
実
質
的
に
は
マ
リ
ー
と
リ
ス
ト

の
共
著
と
い
っ
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。

そ
の
他

原
稿
で
下
線
が
引
か
れ
て
い
た
部
分
は
、書
籍
化
に
際
し
て
イ
タ
リ
ッ
ク
体
で
表
さ
れ
た
が
、本
書
で
は
「　
　

」
で
示
し
た
。

綴
り
の
誤
り
等
を
そ
の
ま
ま
に
し
た
こ
と
を
示
すsic

は
［
マ
マ
］
と
し
た
が
、
日
本
語
で
誤
り
を
模
倣
し
た
場
合
も
、
し

な
か
っ
た
場
合
も
あ
る
。

原
文
を
編
集
者
が
補
っ
て
い
る
場
合
、F.

［ranz

］
は
フ
［
ラ
ン
ツ
］
な
ど
と
表
わ
し
た
。

*

は
マ
リ
ー
・
ダ
グ
ー
自
身
が
つ
け
た
注
釈
で
あ
る
。
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マ
リ
ー
・
ダ
グ
ー
小
伝

マ
リ
ー
・
ソ
フ
ィ
ー
・
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
ド
・
フ
ラ
ヴ
ィ
ニ
ー
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ン
・
マ
イ
ン
で
、
一
八
〇
五
年
十
二

月
三
十
一
日
午
前
四
時
に
（
本
人
が
書
い
て
い
る
よ
う
に
真
夜
中
で
は
な
い
）
生
ま
れ
た
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ド
・
フ
ラ
ヴ
ィ

ニ
ー
子
爵
と
そ
の
妻
で
あ
る
マ
リ
ー
・
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
・
ベ
ト
マ
ン
と
い
う
裕
福
な
銀
行
家
の
娘
と
の
間
に
生
ま
れ
た
、
第
三

子
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
は
相
当
裕
福
な
暮
ら
し
の
中
で
育
っ
た
。
そ
の
後
一
八
〇
九
年
か
ら
は
フ
ラ
ン
ス
に
移
り
、

パ
リ
と
ト
ゥ
ー
ル
近
郊
に
あ
る
モ
ル
テ
ィ
エ
城
に
住
ん
だ
。
二
度
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
戻
り
、
母
方
の
家
庭
に
長
期
間
滞
在
し

た
。
一
八
一
五
年
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
百
日
天
下
に
際
し
て
と
父
の
死
後
一
八
二
〇
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
一
八
二
七
年
五
月
十
六
日
、

マ
リ
ー
は
退
役
大
佐
シ
ャ
ル
ル
・
ル
イ
・
コ
ン
ス
タ
ン
ス
・
ダ
グ
ー
伯
爵
と
パ
リ
で
盛
大
な
結
婚
式
を
挙
げ
る
。
二
人
の
間
に

は
娘
が
二
人
生
ま
れ
る
。
ル
イ
ー
ズ(

一
八
二
八
年
）
と
ク
レ
ー
ル(

一
八
三
〇
年
）
で
あ
る
。
し
か
し
マ
リ
ー
は
夫
と
は
ほ

と
ん
ど
気
持
ち
が
通
じ
な
い
。

心
を
悩
ま
せ
る
憂
鬱
か
ら
逃
れ
よ
う
と
し
て
、マ
リ
ー
は
最
初
の
サ
ロ
ン
を
開
く
。
サ
ン
＝
ジ
ェ
ル
マ
ン
街
に
あ
る
ル
・
ヴ
ェ

イ
エ
侯
爵
夫
人
邸
で
、
マ
リ
ー
が
作
曲
家
兼
名
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
フ
ラ
ン
ツ
・
リ
ス
ト
と
出
会
っ
た
の
は
一
八
三
二
年
十
二
月
の

こ
と
だ
っ
た
。リ
ス
ト
の
方
が
六
歳
年
下
だ
っ
た
。し
ば
ら
く
し
て
二
人
の
秘
密
の
関
係
が
始
ま
っ
た
。少
し
前
に
長
女
を
失
っ
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た
ば
か
り
だ
っ
た
が
、
妊
娠
し
た
伯
爵
夫
人
は
一
八
三
五
年
五
月
二
十
八
日
、
フ
ラ
ン
ス
を
去
り
バ
ー
ゼ
ル
に
向
か
う
こ
と
を

決
め
る
。
リ
ス
ト
が
合
流
す
る
。
二
人
は
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
一
年
を
過
ご
し
、
そ
の
地
で
娘
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ー
ヌ
が
生
ま
れ
る
。
そ

れ
か
ら
パ
リ
に
戻
り
、
数
週
間
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
サ
ン
ド
と
共
同
で
サ
ロ
ン
を
開
く
。
そ
の
後
一
八
三
七
年
の
初
頭
数
ヶ
月
間
は

ノ
ア
ン
に
移
っ
て
、
こ
の
女
流
小
説
家
、
す
な
わ
ち
サ
ン
ド
の
も
と
に
身
を
寄
せ
る
。
夏
が
や
っ
て
来
る
と
、
マ
リ
ー
は
フ
ラ

ン
ツ
・
リ
ス
ト
と
と
も
に
イ
タ
リ
ア
へ
出
発
す
る
。
一
八
三
九
年
ま
で
イ
タ
リ
ア
滞
在
は
続
く
。
ベ
ラ
ッ
ジ
ョ
、
ミ
ラ
ノ
、
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
、
ル
ガ
ー
ノ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ロ
ー
マ
、
ピ
サ
等
と
次
々
居
を
移
す
。
さ
ら
に
二
子
が
誕
生
す
る
。

一
八
三
七
年
に
コ
ジ
マ
、
一
八
三
九
年
に
ダ
ニ
エ
ル
。

再
び
パ
リ
に
落
ち
着
い
て
、
少
し
ず
つ
家
族
と
も
和
解
す
る
よ
う
に
な
り
、
家
族
か
ら
は
財
政
的
援
助
を
確
約
し
て
も
ら
う
。

マ
リ
ー
は
常
に
リ
ス
ト
の
公
式
の
愛
人
で
あ
り
、
サ
ロ
ン
を
開
け
ば
、
広
範
な
教
養
を
活
か
し
て
フ
ラ
ン
ス
及
び
外
国
の
あ
ら

ゆ
る
種
類
の
芸
術
家
、
小
説
家
、
哲
学
者
、
画
家
、
音
楽
家
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
マ
リ
ー
は
ダ
ニ
エ
ル
・
シ
ュ
テ

ル
ン
(1)
と
い
う
名
前
で
『
ラ
・
プ
レ
ス
』
誌
に
記
事
を
発
表
し
始
め
る
。
リ
ス
ト
は
と
い
う
と
、大
規
模
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ツ
ァ
ー

を
行
い
、
伯
爵
夫
人
と
は
非
常
に
活
発
な
文
通
を
続
け
る
。
時
折
マ
リ
ー
は
リ
ス
ト
と
ど
こ
か
の
街
で
落
ち
合
っ
た
り
、
ラ
イ

ン
川
に
浮
か
ぶ
ノ
ネ
ン
ヴ
ェ
ル
ト
島
で
二
夏
（
一
八
四
一
年
と
一
八
四
三
年
）
を
共
に
過
ご
す
。
し
か
し
二
人
の
口
論
は
ま
す

ま
す
激
し
さ
を
増
し
、
一
八
四
四
年
五
月
に
は
別
れ
る
し
か
な
く
な
る
。
別
れ
は
辛
か
っ
た
が
、
子
供
た
ち
が
最
大
の
犠
牲
者

だ
っ
た
。
親
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
見
捨
て
ら
れ
た
も
同
然
で
、
父
方
の
祖
母
(2)
に
預
け
ら
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

(1)
訳
注
：
シ
ュ
テ
ル
ン Stern 

は
ド
イ
ツ
語
で
「
星
」
と
い
う
意
味
。
フ
ラ
ン
ス
語
読
み
を
す
る
と
「
ス
テ
ル
ン
」
と
な
る
が
、
日
本
語

と
し
て
の
語
感
の
よ
さ
か
ら
ド
イ
ツ
語
読
み
の
「
シ
ュ
テ
ル
ン
」
と
い
う
読
み
を
選
ん
だ
。
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(2)
訳
注
：
リ
ス
ト
の
母
ア
ン
ナ
・
リ
ス
ト
の
こ
と
。

ダ
グ
ー
伯
爵
夫
人
は
相
変
わ
ら
ず
言
い
寄
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
こ
れ
以
降
は
文
筆
活
動
に
専
念
す
る
。
多
数
の

書
籍
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
刊
行
し
た
が
、
そ
の
中
に
は
唯
一
の
長
編
小
説
で
あ
る
『
ネ
リ
ダ
』(

一
八
四
六
年
）、『
自
由
論
』

(

一
八
四
七
年
）、『
道
徳
的
政
治
的
素
描
』（
一
八
四
九
年
）、
そ
の
再
版
で
あ
る
『
思
索
、
省
察
、
箴
言
』、『
一
八
四
八
年
の

革
命
史
』（
三
巻
本
、
一
八
五
一
年
か
ら
一
八
五
三
年
）、『
メ
ア
リ
ー
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
の
人
生
の
三
日
間
』
と
『
ジ
ャ
ン
ヌ
・

ダ
ル
ク
』(

一
八
五
七
年
）
と
い
う
劇
作
二
本
、『
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
と
ト
リ
ノ
』(

一
八
六
二
）
と
『
ダ
ン
テ
と
ゲ
ー
テ
』、
そ

し
て
最
後
に
『
オ
ラ
ン
ダ
共
和
国
の
草
創
期
』（
一
八
七
二
年
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。
回
想
録
は
死
後
二
巻
本
で
刊
行
さ
れ
た
。

（
一
八
七
七
年
と
一
九
二
七
年
）。
数
多
く
の
雑
誌
に
寄
稿
し
た
が
、特
に
『
両
世
界
評
論
』『
ラ
・
リ
ベ
ル
テ
』、『
ル
・
シ
エ
ク
ル
』、

『
ル
・
タ
ン
』。
そ
こ
に
中
編
小
説
、
小
喜
劇
、
詩
、
政
治
的
考
察
な
ど
を
発
表
し
た
。
一
八
四
八
年
の
革
命
の
当
時
、
マ
リ
ー

は
共
和
主
義
の
理
想
の
た
め
に
闘
っ
た
。
第
二
帝
政
で
は
マ
リ
ー
の
サ
ロ
ン
は
特
に
政
治
的
に
な
り
、
穏
健
な
野
党
の
名
士
が

集
ま
っ
た
。
最
後
に
ニ
ー
ス
、
ユ
ラ
山
脈
、
ド
ゥ
ー
・
セ
ー
ヴ
ル
に
長
期
間
滞
在
し
た
。
た
び
た
び
外
国
旅
行
を
し
た
。
ド
イ

ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
で
あ
る
。

若
い
頃
か
ら
鬱
病
の
発
症
に
苦
し
ん
で
、
ル
イ
ー
ズ
（
一
八
三
四
年
）、
ダ
ニ
エ
ル(

一
八
五
九
年)

、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ー
ヌ

（
一
八
六
二
年
）
と
い
う
三
人
の
子
供
の
早
生
に
動
揺
し
、
マ
リ
ー
は
一
八
七
六
年
三
月
五
日
、
パ
リ
で
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

貧
困
の
う
ち
に
亡
く
な
っ
た
。
娘
の
ク
レ
ー
ル
は C.

・
ド
・
ソ
ー
と
い
う
名
前
の
作
家
と
な
り
、
シ
ャ
ル
ナ
セ
伯
爵
及
び
侯

爵
ギ
ー
と
結
婚
し
た
。
も
う
一
人
の
娘
コ
ジ
マ
は
指
揮
者
ハ
ン
ス
・
フ
ォ
ン
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
と
離
婚
し
た
後
で
作
曲
家
リ
ヒ
ャ

ル
ト
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
と
再
婚
し
た
。
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…

281

ヴ
ェ
ネ
ツ
イ
ァ
の
一
挿
話
　Épisode de Venise

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

309

パ
ル
マ
　Palm

a

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

325

僧
房
よ
り
の
手
紙
　Lettres écrites d'une Cellule

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

335

あ
と
が
き
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

400





ス
イ
ス
旅
行Le V

oyage en Suisse



14

巡礼の年　リストと旅した伯爵夫人の日記

編
者
の
は
し
が
き

以
下
の
頁
で
ダ
グ
ー
伯
爵
夫
人
が
物
語
る
の
は
、
一
八
三
五
年
に
ダ
グ
ー
伯
爵
と
別
れ
た
後
、
パ
リ
を
出
奔
し
、
バ
ー
ゼ
ル

で
母
と
話
し
合
い
、
リ
ス
ト
と
共
に
旅
し
て
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
落
ち
着
く
ま
で
の
経
緯
で
あ
る
。

初
版
『
回
想
、
想
い
出
と
日
記
』
に
用
い
ら
れ
て
い
る
テ
ク
ス
ト
は
ク
レ
ー
ル
・
ド
・
シ
ャ
ル
ナ
セ
(1)
の
写
し
に
基
づ
い
て

い
る
が
、か
な
り
の
部
分
が
ク
レ
ー
ル
に
よ
っ
て
削
除
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
写
し
は
赤
い
ノ
ー
ト
に
書
か
れ
て
い
て
、そ
の
ノ
ー

ト
は
一
九
六
五
年
フ
ェ
リ
シ
ア
ー
ノ
・
ド
・
オ
リ
ヴ
ェ
イ
ラ
氏
に
よ
っ
て
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
市
立
図
書
館
に
委
託
さ
れ
た
。

(1)
訳
注
：
ク
レ
ー
ル
・
ド
・
シ
ャ
ル
ナ
セ
は
マ
リ
ー
・
ダ
グ
ー
と
ダ
グ
ー
伯
爵
と
の
間
に
生
ま
れ
た
、
次
女
ク
レ
ー
ル
＝
ク
リ
ス
チ
ー
ヌ
・

ダ
グ
ー
（
一
八
三
〇
～
一
九
一
二
）
の
こ
と
。
一
八
四
九
年
シ
ャ
ル
ナ
セ
伯
爵
（
後
に
侯
爵
）
と
結
婚
し
た
。

さ
て
そ
の
後
、
元
の
原
稿
が
シ
ャ
ル
ナ
セ
古
文
書
の
中
に
見
つ
か
っ
た
。
こ
こ
に
初
め
て
公
刊
す
る
の
は
そ
の
テ
ク
ス
ト
で

あ
る
。

そ
の
重
要
性
を
強
調
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
か
？
そ
こ
に
は
恋
人
た
ち
が
生
活
を
と
も
に
し
始
め
た
頃
の
こ
と
が
事
細
か

に
語
ら
れ
て
い
る
。
恋
人
た
ち
の
小
旅
行
に
つ
い
て
は
、
リ
ス
ト
の
手
帳
の
お
か
げ
で
や
っ
と
路
程
が
知
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。
そ
の
手
帳
は
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
に
託
さ
れ
て
い
る
が
、私
た
ち
は
そ
れ
を
ダ
グ
ー
伯
爵
夫
人
の
『
書
簡
全
集
』

第
一
巻
中
に
発
表
し
た
。

伯
爵
夫
人
は
お
そ
ら
く
以
下
の
頁
を
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
居
を
定
め
た
後
大
急
ぎ
で
認
め
た
の
だ
ろ
う
。
と
に
か
く
一
八
三
九
年
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十
月
に
リ
ス
ト
と
別
居
状
態
に
な
る
よ
り
は
る
か
以
前
で
あ
ろ
う
。
恋
人
に
対
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
言
葉
の
調
子
が
そ
れ
を

示
し
て
い
る
。

こ
の
テ
ク
ス
ト
を
先
行
す
る
部
分
(1)
と
統
一
す
る
た
め
、
綴
り
を
現
代
化
し
た
。

(1)
訳
注
：「
先
行
す
る
部
分
」
と
は
マ
リ
ー
ダ
グ
ー
の
『
回
想
と
想
い
出
』
す
な
わ
ち
、
回
想
録
の
部
分
を
指
し
て
い
る
。
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義
理
の
兄
(1)
と
と
も
に
ほ
ぼ
四
日
間
旅
を
し
て
、
五
月
三
十
一
日
日
曜
に
私
は
バ
ー
ゼ
ル
に
着
い
た
。
こ
の
兄
は
生
涯
で
知

る
こ
と
は
最
小
な
が
ら
最
大
の
愛
を
感
じ
た
人
た
ち
の
一
人
で
あ
る
。
私
が
結
婚
し
て
か
ら
は
お
互
い
に
い
わ
ば
他
人
の
よ
う

に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
綾
な
す
運
命
の
糸
を
織
り
あ
げ
た
深
刻
な
出
来
事
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
人
と
も
に
憂
愁
と
優

し
さ
に
満
ち
た
思
い
出
を
抱
い
て
い
た
。
そ
れ
は
あ
る
儚
い
時
代
の
こ
と
で
、
そ
の
頃
兄
の
心
は
成
熟
し
て
は
い
て
も
経
験
に

よ
っ
て
枯
れ
て
は
い
ず
、
魂
が
率
直
に
吐
露
す
る
も
の
を
受
け
と
め
、
そ
れ
を
朝
の
香
気
の
よ
う
に
味
わ
っ
て
い
た
。
そ
し
て

そ
の
魂
は
わ
れ
し
ら
ず
苦
し
み
、
前
も
っ
て
避
け
が
た
い
未
来
を
漠
然
と
予
感
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。

(1)
ヨ
ハ
ン
・
ア
ウ
グ
ス
ト
・
エ
ー
ル
マ
ン
の
こ
と
。
ヨ
ハ
ン
・
ダ
ニ
エ
ル
・
エ
ー
ル
マ
ン
と
ル
イ
ー
ゼ
・
ザ
ロ
メ
・
ト
ラ
イ
ト
リ
ン
ガ
ー
の
息
子
。

一
七
八
六
年
三
月
十
五
日
に
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
に
生
ま
れ
、
一
八
七
六
年
八
月
二
十
日
ド
ナ
ウ
シ
ン
ゲ
ン
で
亡
く
な
っ
た
。
ア
ル
ザ
ス

の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
名
家
出
身
で
、
ヨ
ハ
ン
は
ダ
グ
ー
伯
爵
夫
人
の
異
父
姉
妹
ア
ウ
グ
ス
タ
・
ブ
ス
マ
ン
と
一
八
一
七
年
四
月
十
二

日
に
パ
リ
で
宗
教
上
の
結
婚
式
を
挙
げ
た
。
ア
ウ
グ
ス
タ
は
マ
リ
ー
の
母
が
銀
行
家
ヨ
ハ
ン
・
ヤ
コ
ブ
・
ベ
ト
マ
ン
と
の
最
初
の
結
婚

で
も
う
け
た
娘
だ
っ
た
。
ア
ウ
グ
ス
タ
・
ブ
ス
マ
ン
は
一
八
〇
七
年
に
詩
人
ク
レ
メ
ン
ス
・
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
と
離
婚
し
て
い
た
。
ア
ウ

グ
ス
ト
・
エ
ー
ル
マ
ン
は
一
八
二
四
年
か
ら
一
八
三
七
年
ま
で
ベ
ト
マ
ン
銀
行
の
共
同
経
営
者
で
あ
り
、
た
い
へ
ん
裕
福
だ
っ
た
が
、

息
子
が
二
人
と
も
子
供
を
残
さ
ず
自
分
よ
り
先
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、
一
五
一
万
一
千
フ
ラ
ン
と
い
う
莫
大
な
金
額

を
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
の
病
院
及
び
教
育
施
設
に
遺
贈
し
た
。

そ
れ
以
来
絶
え
間
の
な
い
不
幸
が
胸
を
締
め
つ
け
る
。
ま
る
で
鉛
の
衣
が
絶
え
ず
思
考
を
歪
め
、
最
も
内
奥
の
感
情
を
窒
息

さ
せ
る
よ
う
な
感
じ
が
し
た
。
そ
の
不
幸
に
対
し
て
私
は
哀
れ
み
も
同
情
も
償
い
も
求
め
な
い
が
、
そ
の
不
幸
の
せ
い
で
、
以

前
は
情
愛
と
思
い
を
交
感
し
あ
っ
て
生
き
て
い
た
人
た
ち
全
て
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
涙
が
こ
の
身
勝
手
な
苦
し
み

を
和
ら
げ
る
こ
と
は
な
く
、
心
は
干
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
た
し
か
に
ま
だ
幾
ば
く
か
の
過
去
の
思
い
出
は
、
す
な
わ
ち
青
春
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と
詩
の
残
骸
は
い
く
ら
か
残
っ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
思
い
出
に
は
も
は
や
生
命
が
な
く
、
石
化
す
る
山
に
花
が
残
し
た
、
あ

の
冷
た
い
痕
跡
に
似
て
い
た
。
こ
の
興
味
深
い
現
象
に
大
多
数
の
人
々
は
ほ
と
ん
ど
気
づ
か
な
い
が
、
学
者
た
ち
が
説
明
を
ほ

ど
こ
し
て
も
、
神
の
み
が
究
極
の
そ
の
計
り
が
た
い
秘
密
を
知
っ
て
い
る
。

私
が
表
面
上
冷
淡
に
し
て
い
た
た
め
、
た
じ
ろ
ぎ
、
勇
気
を
失
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
の
友
人
は
私
の
悲
し
み
に
潜
む
謎
を
追
究

す
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
て
し
ま
っ
た
。
友
人
た
ち
は
、私
が
た
だ
沈
黙
す
る
こ
と
で
及
ぼ
し
た
厭
う
べ
き
作
用
を
嘆
き
あ
っ
た
。

実
は
そ
の
沈
黙
は
小
心
で
淡
々
と
し
た
お
と
な
し
い
も
の
だ
っ
た
の
だ
が
、
友
人
た
ち
の
傷
つ
き
や
す
い
自
尊
心
は
沈
黙
の
底

に
或
る
種
の
尊
大
に
睥
睨
す
る
が
ご
と
き
独
立
不
羈
を
感
じ
取
り
、
そ
れ
を
理
解
す
る
こ
と
も
許
す
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
の

だ
。
他
の
誰
に
も
ま
し
て
エ
ー
ル
マ
ン
は
こ
の
耐
え
が
た
い
印
象
を
甘
受
し
て
い
た
。
そ
し
て
四
年
を
隔
て
て
私
と
再
会
し
た

の
は
、
体
面
と
か
義
務
と
か
慎
重
さ
と
か
に
つ
い
て
の
あ
ら
ゆ
る
社
会
通
念
に
反
し
て
、
八
年
間
不
平
を
言
わ
ず
に
繋
が
れ
て

い
た
鎖
(1)
を
私
が
断
ち
切
っ
た
ば
か
り
の
頃
だ
っ
た
。
最
近
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
不
幸
(2)
が
私
の
理
性
を
鍛
え
直
し
、
忍
従

を
確
か
な
も
の
に
し
た
は
ず
だ
っ
た
頃
の
こ
と
な
の
で
、
決
定
的
な
動
機
を
何
一
つ
私
か
ら
聞
か
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

に
エ
ー
ル
マ
ン
が
驚
く
の
も
無
理
は
な
か
っ
た
。
家
族
に
批
判
さ
れ
て
も
聞
く
耳
を
持
た
ず
、
家
族
の
意
見
に
逆
ら
っ
て
、
ほ

と
ん
ど
耐
え
が
た
い
社
会
的
地
位
に
落
ち
て
ゆ
く
ほ
ど
の
こ
と
だ
っ
た
の
だ
か
ら
。
エ
ー
ル
マ
ン
が
パ
リ
に
滞
在
し
て
い
た
間

中
、
ほ
と
ん
ど
私
は
自
分
の
こ
と
を
語
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
わ
ず
か
ば
か
り
語
っ
た
の
も
、
一
般
的
で
余
り
説
明
に
は
な
ら

な
い
言
葉
で
だ
っ
た
か
ら
、
私
の
精
神
状
態
に
つ
い
て
は
、
わ
ず
か
な
兆
し
か
ら
、
曖
昧
な
観
察
を
推
測
で
補
っ
て
判
断
す
る

し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
エ
ー
ル
マ
ン
は
い
つ
も
の
洞
察
力
が
、
私
の
意
に
反
し
て
と
言
っ
て
い
い
く
ら
い
私
に
強
い
関
心
を

抱
い
て
い
た
せ
い
で
さ
ら
に
冴
え
て
、
真
実
に
か
な
り
近
い
結
論
に
達
し
て
い
た
。


